


一
般
社
団
法
人

近
畿
化
学
協
会

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
特
別
講
演
会

ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
来
る
五
月
二
八
日

の
社
員
総
会
後
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
行
事
は
、
左
記
の
通
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
致
し
ま
す
。

な
お
、
例
年
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
終
身
会
員
証
贈
呈
式
」、「
第
73
回
化
学

技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
表
彰
式
」、「
懇
親
会
」
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

日

時

二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日
（
金
）
午
後
二
時
十
五
分
～
五
時
十
分

開
催
形
式

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
会
（
ラ
イ
ブ
配
信
）

一
、
新
旧
会
長
挨
拶
（
二
時
十
五
分
～
二
時
三
五
分
）

一
、
新
終
身
会
員
、
第
73
回
化
学
技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
受
賞
者
の

ご
紹
介
（
二
時
三
五
分
～
二
時
四
五
分
）

一
、
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
時
五
〇
分
～
四
時
）

『
６
Ｋ
ラ
イ
フ
の
す
す
め
～
研
究
者
、
子
育
て
、
家
事
、
介
護
、
看
護
、
子
ど
も
会
～
』

内
閣
府
地
域
働
き
方
改
革
推
進
会
議
委
員

渥
美

由
喜
氏

一
、
特
別
講
演
会
（
四
時
十
分
～
五
時
十
分
）

『
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
た
生
物
多
様
性
保
全
』

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
教
授

井
鷺

裕
司
氏

参
加
費

会
員
無
料

申
込
締
切

五
月
二
一
日
（
金
）

参
加
申
込
方
法

近
畿
化
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://kinka.or.jp/）

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
は
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利
用
し
ま
す
。
無
料
ア
プ
リ

ま
た
は
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ご
参
加
可
能
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
利
用
に
際
し
て
の
必
要
な
機
材
・

設
備
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
者
に
は
、『
五
月
二
五
日
頃
に
「
接
続
Ｉ
Ｄ
」
等
』
の
情
報
を
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

連
絡
先

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

電

話

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

Ｅ
メ
ー
ル

m
ail@
kinka.or.jp

※
第
38
回
社
員
総
会
は
、
総
会
構
成
員
・
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
午
後
一
時
よ
り

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
日
本
化
学
会
化
学
技
術
賞
・
技
術
進
歩
賞
・

化
学
技
術
有
功
賞
受
賞
候
補
推
薦
に
つ
い
て

日
本
化
学
会
で
は
二
〇
二
一
年
度
標
記
各
賞
に
つ
い
て
本
会
を
通
じ

て
受
賞
候
補
者
の
推
薦
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
宛
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
本
会
締
切
８
月
31
日
〉

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
１
-
８
-
４

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

℡

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

E-m
ail:m
ail@
kinka.or.jop

化
学
技
術
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
我
が
国
の
化
学
工
業
の
技
術
に
関
し

て
特
に
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象
と
す
る
が
、
同
一

業
績
に
つ
い
て
５
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
同
一
人
が
異
な
っ
た
業
績
で
重
ね
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
術
進
歩
賞

受
賞
時
に
日
本
化
学
会
会
員
で
あ
っ
て
、
工
業
化
の
可
能
性
の
あ
る

独
創
的
な
化
学
技
術
を
開
発
し
、
年
齢
が
受
賞
の
年
（
二
〇
二
二
年
）

の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
共
同
研
究
の
場
合
、
３
名
以
内
の
連
名
で
の
受
賞
が
可
能
。

た
だ
し
年
齢
は
全
員
が
受
賞
の
年
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40

歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。

化
学
技
術
有
功
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
化
学
及
び
化
学
技
術
に
関
連
す
る
研

究
支
援
の
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
者
で
、
装
置
・
器
具
の
開
発
・
改

良
、
特
殊
技
能
な
ど
に
よ
り
、
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象

と
す
る
が
、
同
一
業
績
に
つ
い
て
３
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

＊
推
薦
用
紙
は
日
本
化
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chem
istry.or.jp/activity/prize/requirem
ents.htm
l

公
益
社
団
法
人
日
本
化
学
会
化
学
技
術
賞
・
技
術
進
歩
賞
・

化
学
技
術
有
功
賞
受
賞
候
補
推
薦
に
つ
い
て

日
本
化
学
会
で
は
二
〇
二
一
年
度
標
記
各
賞
に
つ
い
て
本
会
を
通
じ

て
受
賞
候
補
者
の
推
薦
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
宛
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
本
会
締
切
８
月
17
日
〉

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
１
-
８
-
４

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

℡

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

E-m
ail:m
ail@
kinka.or.jop

化
学
技
術
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
我
が
国
の
化
学
工
業
の
技
術
に
関
し

て
特
に
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象
と
す
る
が
、
同
一

業
績
に
つ
い
て
５
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
同
一
人
が
異
な
っ
た
業
績
で
重
ね
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
術
進
歩
賞

受
賞
時
に
日
本
化
学
会
会
員
で
あ
っ
て
、
工
業
化
の
可
能
性
の
あ
る

独
創
的
な
化
学
技
術
を
開
発
し
、
年
齢
が
受
賞
の
年
（
二
〇
二
二
年
）

の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。
個
人
を

対
象
と
す
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
他
機
関
の
研
究
者
と
の
共
同
研

究
が
技
術
開
発
上
、
必
要
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
３
名

以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
連
名
受
賞
の

場
合
も
全
員
40
歳
未
満
と
す
る
。

化
学
技
術
有
功
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
化
学
及
び
化
学
技
術
に
関
連
す
る
研

究
支
援
の
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
者
で
、
装
置
・
器
具
の
開
発
・
改

良
、
特
殊
技
能
な
ど
に
よ
り
、
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象

と
す
る
が
、
同
一
業
績
に
つ
い
て
３
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

＊
推
薦
用
紙
は
日
本
化
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chem
istry.or.jp/activity/prize/requirem
ents.htm
l

■
■目 次
■

� � � � � � � � � � �キ ン カ 京 都 化 学 者 ク ラ ブ
会 場：京都大学楽友会館
時 刻：午前 11時より
会 費：講演会は無料
問 合 先：京都大学化学研究所 宗林研究室内 公益財団法人 海洋化学研究所事務所

TEL.0774-38-3100/FAX.0774-38-3099
今後の情勢により休会となる場合がございます。最新の情報はホームページでご確認ください。
http://www.oceanochemistry.org

杉野目道紀（京大院工・委員長）
河 野 克 之（日本触媒・副委員長）
南 方 聖 司（阪大院工・副委員長）
今 田 泰 嗣（徳島大）
上 田 厚（産総研）
上 田 勉（冨士色素）
大 野 充（ダイセル）
柏 木 行 康（大阪技術研）
勝 村 能 貴（日東化成）
川 崎 昭 彦（ナード研究所）
神 田 彰 久（カネカ）

霧 山 晃 平（東洋紡）
佐 藤 晃（長瀬産業）
高 橋 一 志（神戸大院理）
鶴 田 仁 志（クラレ）
中 建 介（京工繊大院工芸）
長 田 治 生（三協化成）
橋 爪 章 仁（阪大院理）
岸 本 健 二（日立プラント）
前 田 壮 志（阪公立大院工）
森 田 悠 司（田辺三菱製菓）
依 光 英 樹（京大院理）

〈協力委員〉
松 本 章 一（阪公立大院工）
片 岡 義 晴

澤田みさき（イーストマンケミカル）
山 﨑 友 紀（法政大）

会 誌 編 集 委 員

2023 年度 第 76 回「化学・環境技術賞」受賞候補者の募集
１．受 賞 の 対 象 化学に関連する研究・技術で、工業的・社会的・学術的価値が明らかになった

ものについて顕著な業績と認められたもの、および地球環境との共存並びに
その維持・改善を積極的に意識し、方向付けがなされた新技術・改良技術で
工業的・社会的・学術的価値が明らかとなったものを対象とします。

２．受賞候補者の資格 近畿化学協会会員（正会員並びに特別会員の会社に所属する者）で、1979 年
4 月 1 日以降生れの者（2024 年 3 月 31 日で満 45 歳未満）。個人またはグ
ループで受賞することができます。 ただし、連名受賞（5名以内）の場合も
全員満 45歳未満とします。

３．推 薦 方 法 推薦書及び業績説明書（2,000 字）にそれぞれ必要事項を明瞭に記載の上、
電子ファイル（pdf）にてお送り下さい（フォームは事務局までご請求下さ
い）。受賞候補者は審査委員会に出席し、自身の研究内容について説明して
いただきます。
審査委員会は対面式での開催としますが、情勢により変更の可能性があります。

４．推 薦 締 切 日 2023 年 11 月 30 日（木）必着
５．審 査 委 員 会 2024 年 3 月 12日（火）
６．表 彰 式 2024 年 5 月 31日（金）来年度の本会総会において表彰します（予定）
７．申 込 先 〒 550-0004 大阪市西区靭本町１丁目 8-4

一般社団法人近畿化学協会 化学・環境技術賞係
TEL 06-6441-5531 FAX 06-6443-6685 E-mail：mail@kinka.or.jp

＊詳細は本誌 9月号 9頁または https://kinka.or.jp/awardwinner.html をご覧下さい。

MAY
2024５

今
月
の
表
紙

富
貴
の
花
、
つ
ま
り
牡
丹
見
物
に
出
か
け

た
源
氏
御
一
行
。
江
戸
時
代
は
園
芸
が
盛
ん

で
、
さ
つ
き
、
朝
顔
、
菊
、
オ
モ
ト
な
ど
、
新

種
が
で
き
る
と
高
額
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。

牡
丹
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
江
戸
は
世
界
一
の
園
芸
都

市
だ
っ
た
。
草
木
の
品
種
改
良
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。

文

齋
藤

彰

異郷あるいは専門世界への誘惑者たち 井 上 真 史 1
阪神甲子園球場 100 周年に寄せて～
一人の技術者と聖地甲子園球場 益 山 新 樹 5
筆者のヨコ顔 10

「キンカ・CA」お知らせ 11
キンカ行事予定 12
第 407 回・第 408 回キンカ京都化学者クラブ 15
ECHO 表 3

冨士色素株式会社 表 3
広 告

一般社団法人 近畿化学協会
表彰式・ダイバーシティ推進フォーラム・特別講演会・懇親会 ご案内

記
日 時 2024 年 5 月31 日（金）午後1時40 分より
会 場 大阪科学技術センター８階大ホール（大阪市西区靭本町：Osaka Metro 四つ橋線「本町」駅より北へ徒歩７分）
※ダイバーシティ推進フォーラム・特別講演会のみweb 配信あり
１．表彰式
・名誉会員推戴式・終身会員証の贈呈式・第 76 回化学・環境技術賞表彰式

２．ダイバーシティ推進フォーラム
「積水ハウスグループにおける男性育休取得促進の取り組みについて」

積水ハウス㈱ESG経営推進本部ダイバーシティ推進部 スペシャリスト（課長）
木原 淳子 氏

３．特別講演会
「深海インスパイアード化学：物質化学が先導する持続可能な海洋利用」

（国研）海洋開発機構 生命理工学センター長（兼）新機能開拓研究グループリーダー
出口 茂 氏

４．懇親会（午後５時 10 分より 同８階中ホール） 会 費：6,000 円（当日お支払い下さい）
申込方法：近畿化学協会ＨＰ（https://kinka.or.jp/）よりお申込み下さい。または、Ｅメール、ＦＡＸ等で［総会・

特別講演会」と題記のうえ①氏名、②勤務先、③推進フォーラム・特別講演会オンライン参加の有無、④懇
親会参加の有無、⑤連絡先（電話、Ｅメール等）を明記して下記までお申込み下さい。
〒 550‒0004 大阪市西区靭本町１‒８‒４ 一般社団法人 近畿化学協会
FAX 06-6443-6685 Ｅメール seminar@kinka.or.jp

※第 41 回社員総会は総会構成員・代議員の出席の下、午後１時より８階中ホールで開催いたします。
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